
特
集
・
国
際
化
時
代
の
市
民
と
行
政
②

自
治
体
と
国
際
交
流
と
く
に
姉
妹
都
市
と
の
関
係
に
つ
い
て

幸
島
禮
吉

一
―
自
治
体
レ
ベ
ル
の
国
際
交
流

二
ー
自
治
体
の
国
際
交
流
と
姉
妹
都
市

三
―
姉
妹
都
市
の
発
祥
と
発
展

　
①
―
姉
妹
都
市
活
動
の
二
つ
の
流
れ

　
②
―
姉
妹
都
市
め
発
祥
―
ダ
ン
ケ
ル
ク
物
語

　
③
―
日
本
の
姉
妹
都
市
運
動

　
④
―
国
際
姉
妹
都
市
と
市
民

一
―
自
治
体
レ
ベ
ル
の
国
際
交
流

　
自
治
体
の
国
際
交
流
に
ば
、
①
一
つ
の

自
治
体
と
他
の
一
つ
の
自
治
体
と
の
交
流

②
一
つ
の
自
治
体
が
複
数
の
自
治
体
と
の

間
に
行
う
交
流
③
多
数
の
自
治
体
間
の
相

互
交
流
の
三
つ
の
形
態
が
あ
る
。

　
①
の
場
合
は
、
二
つ
の
自
治
体
間
の
交

流
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
あ
る
機
能
、
例

え
ば
文
化
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
経
済
、

技
術
等
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
の
み
行
わ

れ
る
交
流
が
あ
る
。
姉
妹
都
市
の
場
合
に

は
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
機
能
に
関
し
、

市
民
の
各
階
層
を
通
し
て
包
括
的
な
交
流

が
行
わ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

　
②
の
場
合
に
も
姉
妹
都
市
の
関
わ
る
面

が
あ
る
。
一
つ
の
自
治
体
が
二
以
上
の
海

外
の
自
治
体
と
姉
妹
提
携
を
結
ん
で
い
る

場
合
な
ど
が
そ
れ
で
あ
り
、
交
流
は
包
括

的
で
あ
る
が
、
ま
た
①
の
場
合
と
同
様

に
、
文
化
、
経
済
等
特
定
の
機
能
に
関
し

て
の
み
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
得
よ
う
。

　
例
え
ば
か
つ
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ

ロ
市
は
七
つ
の
姉
妹
都
市
の
間
で
、
交
通

や
環
境
な
ど
共
通
の
都
市
問
題
に
つ
い
て

各
都
市
代
表
者
の
研
究
会
を
開
き
、
ま
た

イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
で
は
、
市

の
七
つ
の
姉
妹
都
市
の
青
少
年
を
同
市
に

集
め
て
、
青
少
年
の
あ
り
方
を
討
議
し
、

各
姉
妹
都
市
の
青
少
年
の
相
互
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
③
の
場
合
は
、
通
常
「
会
議
」
と
い
う

形
を
通
し
て
行
わ
れ
、
多
数
の
自
治
体
の

代
表
者
が
一
堂
に
相
会
し
て
、
特
定
の
問

題
に
関
し
て
報
告
、
討
議
す
る
こ
と
は
通

常
私
た
ち
が
多
く
目
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
例
え
ば
横
浜
市
に
関
し
て
言
え
ば
、
市

は
八
つ
の
姉
妹
・
友
好
都
市
を
も
ち
、
各

姉
妹
都
市
と
の
間
に
一
対
一
の
交
流
を
行

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
し
ば
し

ば
自
治
体
の
国
際
会
議
を
行
っ
て
い
る
。

昭
和
五
十
六
年
七
月
に
、
市
は
商
工
会
議

所
と
の
共
同
主
催
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
八

カ
国
地
域
の
経
済
界
代
表
者
を
迎
え
て

「
ア
ジ
ア
地
域
経
済
交
流
横
浜
会
議
」

（
Y
C
E
D
A
'
8
1
）
を
横
浜
国
際
会
議
場
で

開
催
し
て
い
る
。
ま
た
昭
和
五
十
七
年
九

月
に
は
、
横
浜
市
海
外
交
流
協
会
の
名
に

お
い
て
「
地
球
化
時
代
の
都
市
活
動
」
ヨ

ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
会
議
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
パ
ー
ク
市
に

あ
る
国
際
地
方
自
治
体
連
合
(
I
n
t
e
r
-

n
a
t
i
o
n
a
l

U
n
i
o
no
fL
o
c
a
l
A
u
t
h
o
-

r
i
t
i
e
s
.
通
称
I
U
L
A
）
や
国
内
の
各
種
団

体
の
協
力
を
得
、
米
国
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
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学
の
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
・
ア
ル
ジ
ャ
ー
教

授
夫
妻
の
参
加
を
得
て
、
①
都
市
の
国
際

的
な
経
済
協
力
活
動
②
地
球
化
社
会
に
向

け
て
の
都
市
間
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
③

国
際
化
社
会
の
た
め
の
市
民
活
動
④
国
際

文
化
交
流
の
場
と
し
て
の
都
市
の
四
分
科

会
で
学
者
・
文
化
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

研
究
報
告
、
討
議
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
よ
り
さ
き
、
同
年
六
月
に
は
、
横

浜
市
は
、
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会

委
員
会
（
E
S
C
A
P
）
と
、
ナ
イ
ロ
ビ
に

本
部
を
も
つ
国
連
人
間
居
住
セ
ン
タ
ー

　
(
U
I
N
C
H
S
-
H
a
b
i
t
a
t
）
と
の
共
同
主
催

で
、
ハ
ン
コ
ッ
ク
、
マ
ニ
ラ
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
等
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
一
五
都
市

と
と
も
に
、
「
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
都
市

会
議
」
を
開
い
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
都
市
づ
く
り
と
、
自
治
体
の
制
度
的
構

造
と
機
能
に
つ
い
て
報
告
と
討
議
を
行
っ

て
い
る
。

自
治
体
の
国
際
交
流
と

姉
妹
都
市

る
。

　
例
え
ば
、
昭
和
六
十
年
五
月
、
東
京
都

は
世
界
の
「
九
の
大
都
市
間
で
世
界
大
都

市
サ
ミ
ッ
ト
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。

　
札
幌
市
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
二
月
、

米
、
加
、
中
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
日
本
の

五
ヵ
国
・
九
都
市
の
間
で
、
北
方
都
市
会

議
を
開
催
し
、
北
国
の
都
市
の
市
民
生
活

に
つ
い
て
研
究
討
議
を
行
っ
て
い
る
。
北

海
道
は
こ
れ
に
さ
き
が
け
、
昭
和
四
十

九
年
九
月
、
米
、
加
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
日
本
と

の
六
ヵ
国
の
州
や
都
市
の
関
係
者
を
札
幌

に
集
め
て
北
方
圏
環
境
会
議
を
開
催
。
ま

た
、
新
潟
市
で
は
昭
和
六
十
年
八
月
、
日

本
海
沿
岸
の
日
ソ
両
国
三
〇
余
都
市
（
ソ

連
側
一
〇
都
市
）
の
市
長
を
同
市
に
会
同

し
て
第
一
〇
回
の
日
ソ
沿
岸
市
長
会
議
を

開
催
し
て
い
る
。

　
大
阪
で
は
府
・
市
、
商
工
会
議
所
が
一

体
と
な
っ
て
、
昭
和
五
十
八
年
十
月
、
'
8
3

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
イ
ン
・
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
を
開

催
し
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
時
代
に
お
け
る

都
市
間
交
流
の
意
義
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ

カ
や
ア
ジ
ア
の
学
者
・
文
化
人
を
交
え
て

研
究
討
議
し
、
ま
た
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
両
市
長
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
ィ
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
首
相

ら
と
、
府
知
事
、
市
長
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
四
元

宇
宙
中
継
に
よ
っ
て
「
太
平
洋
自
治
体
首

長
会
議
」
を
行
い
、
自
治
体
外
交
の
展
開

に
つ
い
て
意
見
の
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

翌
五
十
九
年
十
月
に
は
、
大
阪
市
は
ハ
ー

ク
の
Ｉ
Ｕ
Ｌ
Ａ
と
共
催
し
て
「
第
四
回
Ｉ

Ｕ
Ｌ
Ａ
大
都
市
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
イ
ン
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ａ
」
を
開
催
。
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、

大
洋
州
お
よ
び
欧
米
五
〇
カ
国
余
の
代
表

二
〇
〇
余
人
に
よ
び
「
活
力
あ
る
都
市
」

を
目
指
し
て
報
告
討
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
広
島
市
と
長
崎
市
と
は
、
昭
和
六
十
年

八
月
、
両
市
の
共
催
に
よ
り
、
核
廃
絶
の

た
め
国
際
世
論
を
喚
起
し
、
世
界
平
和
実

現
に
寄
与
す
る
目
的
で
、
世
界
二
三
力

国
六
七
都
市
お
よ
び
日
本
国
内
三
三
都
市

の
首
長
を
集
め
て
「
世
界
平
和
連
帯
都
市

市
長
会
議
」
を
そ
れ
ぞ
れ
両
市
で
開
催
し

て
い
る
。
名
古
屋
市
は
昭
和
四
十
一
年
十

月
E
C
A
F
E
（
現
在
E
S
C
A
P
）
に
よ
る

「
国
連
都
市
・
地
域
開
発
名
古
屋
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
た
が
、
間
も
な
く
国
連
地

域
開
発
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
に
成
功
し
、
そ

の
後
、
五
十
五
年
十
月
に
は
、
国
連
人
間

居
住
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
に
よ
っ
て
「
大

都
市
圏
の
計
画
と
管
理
に
関
す
る
国
際
会

議
」
を
開
催
、
ま
た
来
年
五
月
に
は
「
国

連
ア
ジ
ア
太
平
洋
都
市
会
議
」
の
名
古

屋
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
神
戸
市

は
、
シ
ア
ト
ル
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
両
港

と
、
昭
和
四
十
二
年
五
月
十
五
日
、
同
時

に
姉
妹
港
の
提
携
を
行
っ
た
が
、
直
ち
に

三
港
間
に
毎
年
持
ち
廻
り
で
姉
妹
港
セ
ミ

ナ
ー
を
も
ち
、
コ
ン
テ
ナ
ー
時
代
に
対
処

す
る
港
湾
の
あ
り
方
を
研
究
し
合
っ
た
結

果
、
神
戸
港
内
に
コ
ン
テ
ナ
ー
埠
頭
を
整

備
し
た
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
を
建
設
。
ポ

ー
ト
ピ
ア
博
覧
会
を
通
し
て
、
国
際
的
に

こ
の
成
果
を
誇
示
し
得
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
港
湾
都
市
神
戸
の
国
際

的
地
位
を
確
立
し
、
近
く
開
港
百
年
を
記

念
し
て
環
太
平
洋
港
湾
会
議
の
開
催
を
準

備
し
て
い
る
。

　
以
上
の
諸
例
以
外
に
も
、
会
議
の
形
態

を
と
る
自
治
体
の
国
際
交
流
は
な
お
存
し

よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
が
そ
の

都
市
で
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
都
市

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
が
必
要
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
会
議
が
成
立
し
、

そ
の
運
営
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
に
あ
た
っ
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横
浜
市
以
外
の
他
の
自
治
体
で
も
、
い

ろ
い
ろ
な
形
で
国
際
会
議
が
行
わ
れ
て
い
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て
、
姉
妹
都
市
の
も
つ
役
割
の
大
き
い
こ

と
に
、
私
は
注
目
し
て
い
る
。

　
横
浜
市
が
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
、
リ
オ
ン
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
、
ボ
ン
ベ
イ
、
マ
ニ
ラ
、

オ
デ
ッ
サ
、
上
海
、
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ァ
と

八
つ
の
姉
妹
・
友
好
都
市
を
も
つ
こ
と

は
、
単
に
横
浜
が
港
湾
都
市
で
あ
る
と
い

う
こ
と
以
上
に
、
国
際
的
交
流
の
網
の
目

の
中
央
に
自
己
を
確
立
し
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
よ
う
。
大
阪
市
は
さ
き
に
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
市
と
提
携
し
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
、
上
海
、
メ
ル
ボ
ル
ン
、
レ
ニ
ン
グ
ラ

ー
ド
、
ミ
ラ
ノ
と
も
姉
妹
関
係
に
あ
る
が
、

先
に
述
べ
た
'
8
2
大
阪
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い

て
四
元
宇
宙
中
継
放
送
に
よ
る
「
太
平
洋

自
治
体
首
長
会
議
」
で
も
、
大
阪
市
長
と

姉
妹
都
市
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
長
と
の

間
に
は
他
と
異
な
る
心
の
通
い
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　
神
戸
は
、
姉
妹
港
の
ほ
か
に
、
シ
ア
ト

ル
、
マ
ル
セ
ー
ユ
、
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
、
リ
ガ
、
天
津
と
提
携
、
ま
た
近
く

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
と
の

提
携
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
姉
妹
港
提
携

と
両
々
相
ま
っ
て
、
国
際
港
と
し
て
の
進

展
が
期
待
さ
れ
よ
う
。
名
古
屋
は
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ー
、
南

京
、
シ
ド
ニ
ー
と
の
間
に
姉
妹
・
友
好
関

係
を
確
立
し
、
国
連
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー

を
擁
し
て
、
主
と
し
て
ア
ジ
ア
へ
の
拠
点

を
築
き
、
さ
ら
に
太
平
洋
諸
国
と
の
友
好

交
流
に
備
え
て
い
る
。
東
京
は
一
八
の
世

界
の
大
都
市
首
長
の
参
加
を
得
て
成
功
裡

に
世
界
大
都
市
サ
ミ
ッ
ト
会
議
を
開
催
し

た
が
、
そ
の
中
で
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

パ
リ
、
北
京
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル

ズ
の
姉
妹
都
市
首
長
が
会
議
の
円
滑
な
運

営
の
た
め
協
力
し
て
い
る
姿
が
目
立
ち
、

ま
た
、
こ
の
会
議
を
将
来
継
続
し
て
開
催

す
る
た
め
に
中
心
と
な
る
べ
き
理
事
都
市

九
市
の
中
に
は
先
の
四
姉
妹
都
市
と
東
京

都
と
が
選
ば
れ
、
こ
の
会
議
が
将
来
一
層

円
滑
に
運
営
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
基
礎
が
確

立
さ
れ
た
。

　
広
島
に
開
催
の
世
界
平
和
連
帯
都
市
市

長
会
議
で
、
平
和
式
典
の
際
、
外
国
都
市

代
表
と
し
て
献
花
の
た
め
選
ば
れ
た
の

は
、
ボ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
と
ハ
ノ
ー
バ
ー
の

両
市
長
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
姉
妹
都
市

と
し
て
の
心
安
さ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
さ

ら
に
、
広
島
宣
言
は
、
会
議
参
加
の
諸
都

市
間
に
姉
妹
都
市
の
相
互
提
携
を
行
い
、

解
、
相
互
信
頼
の
関
係
が
、
多
数
の
自
治

体
間
の
国
際
交
流
に
当
た
っ
て
、
姉
妹
・

友
好
都
市
や
県
・
州
提
携
が
極
め
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
得
て
い
る
こ
と
を
、
と

く
に
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。

三
―
国
際
姉
妹
都
市
の
発
祥
と
発
展

そ
の
絆
を
一
層
強
固
に
す
べ
き
こ
と
を
う

た
っ
て
い
る
。
。

　
札
幌
市
で
の
北
方
都
市
会
議
は
五
カ
国

九
都
市
の
う
ち
。
同
市
の
姉
妹
都
市
、
米

国
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、
中
国
瀋
陽
、
西
独
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
が
会
議
の
中
心
と
な
っ
て
、
そ

の
運
営
の
推
進
役
を
果
た
し
て
い
た
。
ま

た
北
海
道
が
提
唱
し
た
北
方
圏
環
境
会
議

で
も
、
北
海
道
と
姉
妹
提
携
し
た
カ
ナ
ダ

の
ア
ル
バ
ー
タ
州
が
積
極
的
に
こ
れ
に
協

力
し
五
年
後
の
昭
和
五
十
四
年
九
月
の
第

二
回
会
議
は
、
同
州
の
エ
ド
モ
ン
ト
ン
市

で
こ
れ
を
主
催
し
て
い
る
。
昭
和
六
十
年

八
月
。
大
津
市
で
開
催
さ
れ
た
国
際
湖
沼

環
境
会
議
は
国
連
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
「
国

際
湖
沼
環
境
委
員
会
」
（
I
L
E
C
）
の
創
立

に
ま
で
至
っ
た
が
、
そ
の
発
端
は
、
琵
琶

湖
を
も
つ
滋
賀
県
と
ミ
シ
ガ
ン
湖
を
も
つ

米
国
の
ミ
シ
ガ
ン
州
と
の
姉
妹
県
州
提
携

に
あ
り
、
両
州
県
の
協
力
活
動
が
相
侯
っ

て
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
と
く
に
注
目
に
値

し
よ
う
。

　
姉
妹
・
友
好
都
市
が
、
本
来
一
対
一
の

関
係
に
あ
り
、
そ
の
交
流
が
そ
れ
自
体
に

と
っ
て
極
め
て
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
相
互
理

①
―
姉
妹
都
市
活
動
の
二
つ
の
流
れ

国
際
姉
妹
都
市
の
運
動
は
一
般
に
一
九

五
六
年
九
月
、
米
国
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー

大
統
領
の
提
唱
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
が
、
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
翌

五
七
年
四
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
で
も
国
際

　
（
姉
妹
）
都
市
連
合
（
U
n
i
t
e
d

T
o
w
n
s

O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
通
称
U
T
O
）
が
成
立
し

て
い
る
。

　
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
は
″
市
民
と

市
民
″
(
P
e
o
p
l
e

t
oP
e
o
p
l
e
）
の
原
則
を

基
に
国
際
姉
妹
都
市
の
運
動
を
提
唱
し
、

こ
れ
と
並
行
し
て
別
の
"
P
e
o
p
l
e
t
o

P
e
o
p
l
e
"
の
運
動
を
も
同
時
に
展
開
し

た
。
こ
の
後
者
は
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
同

士
と
か
、
音
楽
や
芸
能
の
愛
好
者
グ
ル
ー

プ
が
国
境
を
越
え
て
互
い
に
交
流
し
、
友

好
親
善
を
す
す
め
る
も
の
で
、
こ
の
た
め
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に
カ
ン
ザ
ス
州
カ
ン
ザ
ス
市
に
本
部
を
置

き
、
海
外
に
も
"
P
T
P
"
と
い
う
組
織
が

で
き
、
日
本
に
も
東
京
に
そ
の
組
織
の
事

務
局
が
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
国
際
姉

妹
都
市
の
運
動
は
、
草
の
根
の
市
民
に
基

礎
を
お
く
都
市
自
治
体
間
の
提
携
を
原
則

と
し
、
本
部
を
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
置
い

て
そ
の
運
動
を
展
開
し
、
日
本
に
も
拡
大

し
て
、
現
在
国
際
親
善
都
市
連
盟
の
名
に

お
い
て
、
全
国
市
長
会
の
中
に
事
務
局
を

置
き
、
運
動
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
構
想
で
は
手
紙
の

や
り
と
り
や
郵
便
切
手
の
交
換
で
も
よ

い
、
人
と
人
と
が
国
境
を
超
え
て
相
互
に

交
流
し
合
え
ば
、
自
然
に
親
し
み
が
湧

き
、
相
手
の
市
民
生
活
や
文
化
を
理
解
し

合
い
、
そ
こ
に
は
争
い
は
な
く
、
お
の
ず

か
ら
世
界
の
平
和
に
も
通
ず
る
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
個
人
の
つ
な
が
り
は
い
つ

絶
た
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
個
人
の
集

合
で
あ
る
地
方
自
治
体
と
し
て
の
団
体
同

士
な
ら
、
そ
の
関
係
は
永
続
し
う
る
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
に
よ
り
世
界
平
和
の
道
は
強

固
と
な
り
、
し
か
も
地
方
自
治
体
は
行
政

的
に
は
国
家
の
一
単
位
で
あ
る
か
ら
、
自

治
体
同
士
の
友
好
提
携
は
ひ
い
て
は
国
家

　
相
互
の
友
好
親
善
に
も
つ
な
が
り
、
民
主

　
主
義
を
守
り
自
由
社
会
の
発
展
に
貢
献
す

　
る
こ
｀
と
と
な
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
フ
ラ
ン
ス
で
起
っ
た
国
際
姉
妹
都
市
運

　
動
は
、
欧
州
大
戦
の
前
線
で
悲
惨
な
戦
争

　
の
体
験
を
し
た
一
兵
士
Ｍ
・
Ｊ
・
ブ
レ
ッ

　
サ
ン
ト
が
こ
の
苦
し
み
を
二
度
と
世
界
の

　
人
び
と
に
味
あ
わ
せ
た
く
な
い
と
の
信
念

　
か
ら
始
め
た
同
志
運
動
に
端
を
発
し
、
着

　
実
に
拡
大
し
た
。
こ
の
U
T
0
に
属
す
る

　
姉
妹
都
市
は
現
在
五
千
に
も
及
ぶ
と
推
測

　
さ
れ
る
。
U
T
0
の
本
部
は
パ
リ
に
あ
り
、

　
会
長
は
し
ば
し
ば
代
っ
た
が
、
今
は
、

　
フ
ラ
ン
ス
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
内
閣
の
初
代
首

　
相
モ
ロ
ア
氏
が
そ
の
職
に
あ
る
。
彼
は
か

　
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
各
種
青
少
年
団
連
合
会

　
C
O
G
E
D
E
P
　
の
会
長
を
し
て
い
た
人
で

　
あ
る
。
た
ま
た
支
フ
ラ
ン
ス
に
は
か
ね
て

　
か
ら
主
と
し
て
英
国
と
の
間
に
「
二
国
語

　
の
世
界
」
(
L
eM
o
n
d
eB
i
U
i
n
g
u
e
)
の

　
運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
運

　
動
と
相
侯
っ
て
U
T
0
の
組
織
活
動
は
著

　
し
く
進
展
し
た
。
こ
の
運
動
は
主
と
し
て

　
先
進
国
と
発
展
途
上
国
と
の
都
市
の
間

　
に
、
姉
妹
都
市
を
通
じ
て
そ
の
発
展
に
寄

　
与
し
よ
う
と
の
意
図
も
含
ま
れ
、
と
く
に

ア
フ
リ
カ
、
地
中
海
沿
岸
諸
国
そ
の
他
東

欧
圏
に
属
す
る
国
ぐ
に
に
発
展
し
て
い

る
。
人
種
、
宗
教
、
言
語
、
政
治
理
念
の

相
異
を
超
え
て
結
ば
れ
、
都
市
間
の
市
民

の
友
好
親
善
を
は
か
ろ
う
と
す
る
趣
意
で

は
、
合
衆
国
を
中
心
と
す
る
姉
妹
都
市
運

動
と
変
り
は
な
い
が
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ

や
、
青
少
年
・
婦
人
の
交
流
の
ほ
か
、
都

市
計
画
そ
の
他
各
種
行
政
上
の
指
導
援
助

を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
展
途
上
国
の

市
民
生
活
の
向
上
を
は
か
ろ
う
と
す
る
点

で
、
相
異
が
あ
る
と
言
え
よ
う
°
U
T
O

は
具
体
的
活
動
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
各

種
行
政
上
の
援
助
協
力
を
行
っ
て
い
る
た

め
、
し
ば
し
ば
、
パ
ー
ク
に
本
部
を
も
つ

国
際
地
方
自
治
体
連
合
（
I
U
L
A
）
と
そ

の
活
動
が
競
合
し
、
一
時
こ
の
両
組
織
の

責
任
者
同
士
で
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、

I
U
L
A
は
各
国
自
治
体
の
各
種
行
政
の
改

善
に
努
力
し
、
U
T
O
は
専
ら
そ
の
活
動

を
姉
妹
都
市
の
提
携
と
姉
妹
都
市
活
動
へ

の
協
力
推
進
に
限
定
す
る
旨
の
協
定
が
締

結
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
事
実
問
題
と

し
て
、
姉
妹
都
市
間
に
は
行
政
上
の
協
力

や
青
少
年
、
婦
人
そ
の
他
人
物
交
流
が
行

わ
れ
、
こ
と
に
姉
妹
都
市
が
先
進
国
と
発

展
途
上
国
と
の
間
に
結
ば
れ
た
場
合
、
そ

う
し
た
行
政
や
技
術
面
で
の
援
助
協
力
に

努
力
が
傾
け
ら
れ
る
こ
と
が
必
然
的
に
起

こ
っ
て
、
両
者
の
活
動
の
け
じ
め
は
容
易

に
は
つ
き
難
い
実
情
に
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

の
姉
妹
都
市
協
会
に
お
い
て
も
発
展
途
上

国
の
姉
妹
都
市
へ
の
技
術
援
助
（
T
e
c
h
-

m
e
a
l

A
s
s
i
s
t
a
n
c
e
）
は
最
近
と
く
に
重

要
な
柱
と
認
め
ら
れ
、
U
T
O
と
の
間
に

は
根
本
的
な
相
異
は
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
な

く
な
っ
て
い
る
。

②
―
姉
妹
都
市
の
発
祥
―
ダ
ン
ケ
ル
ク

　
　
物
語

　
私
は
、
編
集
子
か
ら
姉
妹
都
市
の
濫
殤

に
触
れ
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
が
、
姉
妹
都

市
の
発
祥
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
説

が
あ
り
、
必
ず
し
も
確
定
し
て
は
い
な

い
。
　
一
説
に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ト
リ

テ
ラ
（
T
r
i
t
e
l
l
）
で
戦
争
が
起
こ
り
大
変

荒
廃
し
た
の
で
、
こ
れ
を
救
済
す
る
た

め
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
リ
ゾ
ナ
州
ト
ゥ

ソ
ン
（
T
u
c
s
o
n
）

の
市
民
が
救
済
の
手

を
差
し
の
べ
た
の
が
、
そ
も
そ
も
の
姉
妹

都
市
の
始
め
だ
と
説
く
も
の
が
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
国
か
ら
の
移
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民
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
人
び
と
は
自
分
ら

の
町
に
ふ
る
里
の
名
前
を
そ
の
ま
ま
に
と

り
、
ま
た
は
そ
れ
に
"
N
e
w
"
を
つ
け
て
命

名
し
た
都
市
が
多
い
が
、
そ
れ
ら
は
お
互

い
に
姉
妹
都
市
の
関
係
を
も
っ
も
の
が
少

な
く
な
い
。
最
も
そ
れ
と
信
じ
ら
れ
て
い

る
の
は
フ
ラ
ン
ス
の
ダ
ン
ケ
ル
ク
（
D
u
n
-

k
e
r
q
u
e
）
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ダ
ン
カ

ー
ク
（
D
u
n
k
i
r
k
）
市
と
の
関
係
で
あ

る
。
か
つ
て
横
浜
市
立
大
学
の
早
瀬
利
雄

教
授
も
こ
の
両
市
の
関
係
を
も
っ
て
ア
メ

リ
カ
初
の
姉
妹
都
市
と
し
て
紹
介
さ
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
姉

妹
都
市
協
会
が
今
か
ら
五
年
前
、
創
立
二

十
五
周
年
を
記
念
し
て
発
刊
し
た
印
刷
物

で
は
、
こ
の
関
係
を
ア
メ
リ
カ
最
初
の
姉

妹
都
市
と
す
る
の
は
当
た
ら
な
い
と
し
て

い
る
。
こ
の
文
章
は
「
姉
妹
都
市
物
語
」

と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
少
し
長
い
が
こ

こ
に
、
そ
の
文
章
を
お
お
む
ね
そ
の
ま
ま

に
引
用
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
姉
妹
都
市

の
あ
り
方
に
つ
い
て
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が

少
く
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
九
四
六
年
に
結
ば
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
の
ダ
ン
カ
ー
ク
市
と
フ
ラ
ン
ス
の

ダ
ン
ケ
ル
ク
市
と
の
間
の
提
携
は
、

提
携
の
過
程
と
ゆ
く
え
を
実
験
す
る
ひ

と
つ
の
例
題
を
わ
れ
わ
れ
に
示
し
て
い

る
。
ダ
ン
カ
ー
ク
市
は
よ
そ
の
国
の
都

市
と
は
じ
め
て
提
携
し
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
し
、
こ
れ
が
最
高
に
成
功
し
た

ケ
ー
ス
で
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ

れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
と
の
「
縁
組

み
」
を
精
力
的
に
報
じ
た
大
量
の
新
聞

・
ラ
ジ
オ
・
雑
誌
記
事
の
お
か
げ
で
、

都
市
の
国
際
的
行
動
の
も
つ
理
念
を
ア

メ
リ
カ
の
都
市
の
す
み
ず
み
ま
で
拡
げ

る
の
に
は
役
立
っ
た
。
雑
誌
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
ー
タ
イ
ム
ズ
(
N
e
w

Y
o
r
k

T
i
m
e
s
M
a
g
a
z
i
n
e
）
の
一
九
四
六
年

ク
リ
ス
マ
ス
号
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
「
こ
れ
は
二
つ
の
都
市
の
話
で

あ
る
。
そ
れ
が
近
来
、
奇
跡
的
に
多
く

の
都
市
の
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

れ
を
聞
き
、
そ
れ
を
読
ん
だ
多
く
の
人

び
と
は
、
そ
の
話
の
な
か
の
ど
こ
か
に

平
和
に
対
す
る
人
類
の
願
い
が
こ
め
ら

れ
て
い
る
と
思
い
こ
む
よ
う
に
な
っ
た

ら
し
い
」

　
こ
の
ダ
ン
カ
ー
ク
市
の
物
語
は
、

「
フ
ラ
ン
ス
を
救
う
ア
メ
リ
カ
人
の
会
」

　
"
A
m
e
r
i
c
a
n

A
i
dt
oF
r
a
n
c
e
,

I
n
c
.
"

　
（
A
A
F
I
）
で
知
ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

　
ク
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
が
、
そ
の
年
の
感

　
謝
祭
の
喜
び
を
フ
ラ
ン
ス
の
ダ
ン
ケ
ル

　
ク
市
民
と
分
ち
合
う
よ
う
に
タ
ン
カ
ー

　
ク
を
説
得
す
る
た
め
、
ダ
ン
カ
ー
ク
市

　
を
訪
問
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
も
し
ダ

　
ン
カ
ー
ク
市
が
荒
廃
し
た
フ
ラ
ン
ス
都

　
市
に
対
し
て
、
町
ぐ
る
み
の
努
力
に
よ

　
っ
て
全
力
を
尽
く
す
と
い
う
の
で
あ
れ

　
ば
、
A
A
F
I
は
強
い
広
報
力
で
そ
れ
を

　
援
助
す
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　
　
か
く
し
て
理
想
主
義
の
雰
囲
気
の
な

　
か
で
ダ
ン
カ
ー
タ
に
お
け
る
市
民
外
交

　
の
実
験
が
は
じ
ま
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の

　
ダ
ン
ケ
ル
ク
市
を
物
質
面
で
救
済
す
る

　
こ
と
を
事
業
に
す
る
委
員
会
が
結
成
さ

　
れ
た
。
ダ
ン
カ
ー
ク
市
民
は
約
一
〇
万

　
ド
ル
相
当
の
物
資
、
食
糧
そ
の
他
必
需

　
品
を
集
め
る
の
に
成
功
し
た
。
そ
の
た

　
め
に
行
わ
れ
た
広
報
活
動
は
途
方
も
な

　
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
こ
れ
と
は
別
に
「
ダ
ン
カ
ー
ク
協

会
」
と
呼
ぶ
新
組
織
が
出
現
し
た
。
そ

の
目
的
は
、
届
け
ら
れ
た
手
紙
を
処
理

す
る
ほ
か
、
「
多
く
の
人
び
と
を
一
本

化
し
、
国
際
的
友
誼
と
隣
人
愛
を
推
進

し
、
都
市
間
の
国
際
的
友
情
に
関
連
し

た
特
殊
な
行
事
を
催
し
、
安
い
費
用
で

他
国
へ
旅
行
す
る
の
を
促
進
し
、
わ
が

国
に
外
国
か
ら
の
旅
行
者
を
招
致
し
、

学
生
・
生
徒
お
よ
び
奨
学
生
の
交
換
を

奨
励
す
る
」
恒
久
的
組
織
を
つ
く
る
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
一
九
四
七
年
一
杯
、
こ
の
協
会
は
手

紙
に
回
答
し
た
り
、
「
ダ
ン
カ
ー
ク
計

画
」
に
関
す
る
文
書
の
発
送
に
っ
と
め

た
。
ミ
ネ
ソ
タ
州
の
ワ
ー
ス
ィ
ン
ト
ン

(
W
o
r
t
h
i
n
g
t
o
n
）
か
ら
協
会
に
宛
て

て
、
ド
イ
ツ
の
ク
ラ
イ
ル
ス
ハ
イ
ム

(
C
r
a
i
l
s
h
e
i
m
）
と
の
計
画
の
発
足
に

つ
い
て
便
り
が
寄
せ
ら
れ
た
。
″
わ
れ

わ
れ
は
貴
会
が
し
て
い
る
よ
う
な
物
質

的
援
助
を
重
視
し
て
い
ま
せ
ん
″
と
。

ワ
ー
ス
ィ
ン
ト
ン
市
の
組
織
づ
く
り
を

し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
キ
ャ
ッ
シ
ェ
ル

(
C
h
a
r
l
e
s

C
a
s
h
e
l
）
は
こ
う
書
い
て

き
た
。
〝
わ
れ
わ
れ
が
目
的
と
す
る
の

は
文
化
の
交
換
で
す
″
。
そ
の
他
の
多

く
の
都
市
も
同
じ
趣
旨
の
手
紙
を
寄
せ

て
き
た
。
さ
い
は
投
げ
ら
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
ダ
ン
カ
ー
ク
は
、
他
の
ア
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メ
リ
カ
都
市
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
情
報

セ
ン
タ
ー
と
し
て
多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
こ
な
す
の
に
加
え
て
、
ダ
ン
ケ
ル

タ
と
の
接
触
も
増
大
し
て
い
っ
た
。
一

九
四
七
年
の
末
、
ダ
ン
カ
ー
ク
は
イ
タ

リ
ア
の
都
市
ア
ン
チ
オ
A
n
z
i
o
の
た
め

に
も
大
量
の
見
舞
品
を
集
め
た
。

　
ダ
ン
カ
ー
ク
協
会
は
無
謀
と
も
み
ら

れ
る
事
業
予
定
を
遥
か
に
超
過
し
て
活

動
し
た
が
、
協
会
が
最
初
の
全
国
の
都

市
提
携
会
議
と
し
て
予
定
し
た
一
九
四

八
年
の
六
月
よ
り
以
前
に
ダ
ン
カ
ー
ク

は
す
っ
か
り
疲
れ
果
て
て
し
ま
っ
た
。

　
し
か
し
、
会
議
は
一
九
四
八
年
六
月

十
一
日
に
約
四
〇
人
の
参
加
者
を
得
て

確
か
に
開
催
さ
れ
た
。

　
会
議
に
お
い
て
ダ
ン
カ
ー
ク
協
会

は
、
ダ
ン
カ
ー
ク
に
全
国
的
な
ク
リ
ア

リ
シ
グ
ー
ハ
ウ
ス
（
情
報
交
換
・
連
絡

所
）
の
創
設
を
強
く
呼
び
か
け
た
。
だ

が
、
反
対
者
の
圧
力
に
、
都
市
提
携
は

一
箇
の
小
さ
な
町
の
力
で
は
負
担
し
き

れ
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
逃
れ
え
な

い
事
実
が
加
っ
て
、
結
局
次
の
よ
う
な

会
議
言
言
で
幕
を
閉
じ
た
。

・
都
市
提
携
社
そ
の
救
済
的
側
面
と
共

に
、
都
市
間
に
お
け
る
教
育
・
文
化

の
恒
久
的
で
両
方
向
の
提
携
に
関
す
る

願
望
を
常
に
強
調
す
る
も
の
と
す
る

・
″
市
民
と
市
民
″
(
P
e
o
p
l
e

t
oP
e
o
-

p
i
e
）
友
好
計
画
を
つ
く
り
あ
げ
る
う

え
で
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
国
内
に
お

け
る
、
そ
し
て
究
極
的
に
は
国
際
的
な

提
携
関
係
を
創
造
す
る
こ
と
と
す
る

「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
協
会
O
p
e
r
a
-

t
i
o
n
D
e
m
o
c
r
a
c
y
｡

I
n
c
.
」
　
―
本
部
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
。
そ
の
後
「
都
市

提
携
運
動
協
会
　
o
p
e
r
a
t
i
o
n

T
o
w
n

A
f
f
i
l
i
a
t
i
o
n
,

I
n
c
.
」
と
改
称
―
の
名
で

知
ら
れ
る
団
体
が
新
し
い
全
国
的
計
画

の
組
織
づ
く
り
を
要
請
さ
れ
た
。
そ
の

計
画
と
ダ
ン
カ
ー
ク
で
の
第
二
回
会
議

は
遂
に
実
現
し
な
か
っ
た
。
財
力
で
他

の
グ
ル
ー
プ
に
負
け
た
ダ
ン
カ
ー
ク
協

会
は
、
「
草
の
根
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の

国
際
的
中
心
組
織
に
な
る
望
み
を
捨
て

た
。
ダ
ン
カ
ー
ク
は
、
疑
い
も
な
く
自

ち
の
宣
伝
の
犠
牲
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
最
大
限
の
正
直
さ
を
も
っ
て
し
て

も
そ
の
責
任
を
全
う
し
得
る
も
の
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
。
戦
争
が
も
た
ら
し
た

も
の
と
広
島
の
空
を
覆
っ
た
雲
―
と
い

う
新
し
い
、
説
得
力
を
も
っ
た
思
想
が

舞
台
の
そ
で
で
出
を
待
ち
か
ま
え
て
い

た
。
そ
し
て
ダ
ン
カ
ー
ク
は
、
見
て
わ

か
り
耳
に
聞
こ
え
る
意
味
を
そ
れ
に
も

た
せ
る
た
め
、
登
場
人
物
の
入
れ
替
え

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ダ
ン
カ
ー
ク
の

重
要
さ
は
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ

リ
ア
の
た
め
に
行
っ
た
事
柄
に
あ
る
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
れ
を
伝
え
聞

い
た
他
の
ア
メ
リ
カ
都
市
の
た
め
に
な

っ
た
こ
と
に
あ
る
。
い
か
な
る
都
市
も

こ
れ
だ
け
の
ペ
ー
ス
で
長
時
間
も
ち
続

け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
う
。

　
そ
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
ま
で
に
都
市

提
携
計
画
の
気
運
は
広
ま
り
、
い
く
つ
か

の
例
外
を
除
い
て
、
物
質
的
援
助
の
ケ
ー

ス
も
次
第
に
減
少
し
て
い
っ
た
。
戦
争
経

験
も
相
手
都
市
を
選
ぶ
基
準
と
し
て
は
重

要
さ
を
も
た
な
く
な
っ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ

ワ
ー
の
″
市
民
と
市
民
″
(
P
e
o
p
l
et
o

P
e
o
p
l
e
）
計
画
が
発
足
し
、
政
府
の
諸
機

関
は
こ
う
し
た
提
携
関
係
の
価
値
を
発
見

し
た
。
一
九
五
六
年
に
全
国
的
な
姉
妹
都

市
の
団
体
が
設
立
さ
れ
た
の
と
同
時
に
新

ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
用
さ
れ
、
新
し
い
交
流

の
分
野
が
現
れ
て
き
た
。

　
「
海
外
の
隣
人
」
、
「
海
を
越
え
て
握

手
」
等
の
こ
と
ば
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
、
そ
し
て
そ
れ

以
外
の
多
く
の
こ
と
ば
が
、
熱
心
に
、
そ

し
て
新
た
な
発
見
の
意
識
を
も
っ
て
、
都

市
内
に
宣
伝
さ
れ
、
使
用
さ
れ
た
。

　
一
九
六
〇
年
代
の
大
荒
れ
の
時
代
に
も

国
際
問
題
に
目
ざ
め
た
ア
メ
リ
カ
都
市
の

関
心
は
低
下
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
の
市
や
町
や
村
は
週
に
一
組
の
割

り
合
い
で
、
世
界
中
の
相
手
と
結
び
っ
き

つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
勢
い
は
新
設
の
成
長

過
程
に
あ
っ
た
姉
妹
都
市
の
全
国
団
体

　
(
T
o
w
nA
f
f
i
l
i
a
t
i
o
n

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

o
ft
h
eI
に
I
n
i
t
e
d

S
t
a
t
e
s
―
通
称
S
i
s
t
e
r

C
i
t
i
e
s

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
）
の
能
力
を
最

大
限
に
働
か
せ
た
。

③
―
日
本
の
姉
妹
都
市
運
動

　
日
本
で
は
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十
年
）

十
二
月
七
日
、
長
崎
市
が
米
国
ミ
ネ
ソ
タ

州
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
市
と
、
国
連
日
本
代
表

部
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
　
Ｇ
　
ヒ
ュ
ー
ズ
氏
の

あ
っ
旋
で
最
初
の
姉
妹
都
市
提
携
を
行
っ

た
。
そ
の
後
三
〇
年
の
間
に
、
多
少
の
消
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(1985.10月末現在)表-1　相手国別姉妹提携数（大陸別）長
は
あ
っ
た
が
、
着
実
に
増
加
し
て
。
現

在
三
八
ヵ
国
一
地
域
（
台
湾
）
と
の
間
に

五
○
○
余
の
姉
妹
都
市
が
生
ま
れ
、
そ
の

ほ
か
府
県
と
外
国
の
州
や
省
（
中
国
）
と

の
間
に
五
〇
余
の
姉
妹
・
友
好
関
係
が
成

立
し
て
い
る
（
表
―
１
参
照
）
。

　
日
本
で
国
際
親
善
都
市
連
盟
が
結
成
さ

れ
た
の
は
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六
年
）

十
二
月
六
日
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
同
年
六

月
、
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
国
務
省
内

で
い
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
市
に
本
部
を
も

つ
国
際
地
方
自
治
体
連
合
（
I
U
L
A
）
主

催
め
国
際
会
議
―
地
方
行
政
の
最
近
の
傾

向
と
発
展
―
が
開
催
さ
れ
た
折
、
特
別
分

科
会
「
国
際
関
係
に
お
け
る
都
市
提
携
の

現
在
お
よ
び
将
来
に
占
め
る
役
割
」
が
設

け
ら
れ
、
大
統
領
を
辞
め
て
間
も
な
い
ア

イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
、
基
調
講
演
を
行
い
、

た
ま
た
ま
国
務
省
の
招
待
で
米
国
都
市
行

政
調
査
団
の
一
員
と
し
て
渡
米
中
の
私

が
、
こ
の
会
議
で
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
に
会

い
、
帰
国
後
、
各
市
に
呼
び
か
け
て
賛
同

を
得
、
お
よ
そ
一
〇
〇
人
の
市
長
に
よ
っ

て
創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
す
で

に
日
本
に
は
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
西
独
、
ソ

連
の
六
カ
国
と
の
間
に
四
〇
ほ
ど
の
姉
妹

都
市
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
三
〇
余
は

米
国
と
の
間
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ち
な
み
に
、
世
界
的
に
見
れ
ば
、
各
国

で
姉
妹
都
市
運
動
が
活
発
に
な
っ
た
の

は
、
米
国
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
ア
イ
ゼ

ン
ハ
ワ
ー
の
講
演
以
降
と
思
わ
れ
る
。
当

時
ア
メ
リ
カ
は
三
三
カ
国
と
の
間
に
一
四

〇
の
姉
妹
都
市
を
も
っ
て
い
た
が
、
現
在

は
そ
の
数
一
、
〇
〇
〇
を
超
え
て
い
る
。

一
九
七
七
年
U
T
O
が
創
立
二
〇
周
年
に

当
た
っ
て
調
査
し
た
と
き
、
姉
妹
都
市
を

も
つ
一
二
一
カ
国
の
姉
妹
都
市
は
一
〇
、

二
五
〇
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
推
移
か

ら
み
て
現
在
は
ほ
ぼ
二
万
に
近
い
多
数
の

姉
妹
都
市
が
存
在
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
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④
―
国
際
姉
妹
都
市
と
市
民

　
国
際
姉
妹
都
市
は
、
都
市
自
治
体
間
の

協
力
提
携
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う

に
、
こ
れ
は
本
来
草
の
根
の
市
民
と
市
民

と
の
協
力
関
係
で
あ
る
。
私
が
一
九
六
一

年
六
月
、
Ｉ
Ｕ
Ｌ
Ａ
会
議
の
際
米
国
国
務

省
で
横
浜
の
姉
妹
都
市
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
市

の
デ
イ
ル
市
長
に
会
っ
た
と
き
、
彼
は
。

〝
日
本
の
姉
妹
都
市
の
う
ち
一
番
よ
い
の

は
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
と
横
浜
の
姉
妹
都
市
だ

”
と
胸
を
張
っ
て
私
に
言
わ
れ
た
。
こ
れ

こ
そ
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
提
唱
す
る
理
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想
の
姉
妹
提
携
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
真
実
市
民
同
士
の
提
携
で
あ
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
市
の
条
例

は
、
「
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
市
―
横
浜
市
友
好

委
員
会
臆
次
の
各
団
体
の
一
人
な
い
し
、

そ
れ
以
上
の
数
の
代
表
者
た
る
べ
き
も

の
」
と
規
定
し
、
婦
人
連
盟
、
キ
ワ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
、
商
業
会
議
所
、
青
年
会
議
所
、

婦
人
有
権
者
同
盟
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
、

オ
ペ
ラ
協
会
、
交
響
楽
団
連
盟
、
婦
人
奉

仕
ク
ラ
ブ
会
長
協
議
会
、
中
央
労
働
協
会

等
一
八
の
市
民
団
体
が
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

市
や
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
港
庁
、
教
育
委
員
会

等
と
並
ん
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
横
浜
側
の
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
市
―
横
浜

市
友
好
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
等
が
市
お
よ
び
市
議
会
そ
の
他
公
共
的

団
体
と
と
も
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
団
体
が
真
に
協
力
し
て
姉
妹
提
携
活

動
を
す
す
め
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
市
の

各
界
各
層
の
人
び
と
が
姉
妹
活
動
に
参
加

し
得
て
、
真
に
草
の
根
の
市
民
と
市
民
と

の
民
主
的
姉
妹
活
動
が
促
進
さ
れ
る
に
ち

が
い
な
い
。

　
姉
妹
都
市
は
、
本
来
国
境
を
越
え
て
自

治
体
同
士
、
市
民
同
士
が
相
共
に
提
携
し

て
、
文
化
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
経
済
、

技
術
等
々
の
活
動
を
相
互
に
交
流
し
あ
う

と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
市
民

の
ニ
ー
ズ
が
多
岐
多
様
と
な
り
、
国
家
行

政
で
は
到
底
満
足
し
切
れ
な
く
な
っ
て
い

る
事
情
か
ら
脱
出
し
て
、
市
民
自
ら
が
そ

の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
、
自
治
体
を

通
じ
て
行
う
国
際
的
交
流
で
あ
る
。

　
世
界
的
に
有
名
な
上
野
動
物
園
園
長
の

古
賀
忠
道
氏
―
本
稿
脱
稿
後
、
四
月
二
十

五
日
逝
去
さ
れ
た
―
が
か
つ
て
私
に
サ
ン

デ
ィ
エ
ゴ
動
物
園
は
、
世
界
の
動
物
園
の

う
ち
五
指
に
数
え
ら
れ
る
と
言
わ
れ
た

が
、
そ
の
入
口
に
横
浜
市
か
ら
贈
ら
れ

た
、
い
か
に
も
優
雅
な
雪
見
燈
龍
が
美

し
く
散
り
敷
か
れ
た
白
砂
の
上
に
立
て
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
が
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
市
民

の
愛
好
の
的
と
な
り
、
市
内
の
高
級
住
宅

で
は
ど
こ
で
も
玄
関
や
植
込
み
の
中
に
、

日
本
の
石
燈
龍
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
港
の
一
角
に
は
、
や
は
り

横
浜
か
ら
贈
ら
れ
た
鐘
楼
が
建
て
ら
れ
、

市
民
が
代
わ
る
代
わ
る
打
ち
な
ら
す
妙
な

る
鐘
の
音
に
耳
を
傾
け
て
い
る
。
こ
う
し

た
こ
と
が
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
市
民
に
、
横

浜
市
に
対
す
る
親
愛
の
情
を
ど
こ
ま
で
深

め
さ
せ
る
か
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
ろ

う
。
ま
た
一
方
、
横
浜
市
の
山
下
公
園
に

は
噴
水
の
あ
る
市
民
憩
い
の
池
の
ほ
と
り

に
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
か
ら
贈
ら
れ
た
乙
女

の
彫
像
（
水
の
守
護
神
像
）
が
立
ち
、
ま

た
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
歌
碑
が
飾
ら
れ
て
い

る
。
公
園
を
散
歩
す
る
横
浜
市
民
に
言
い

知
れ
ぬ
心
の
や
す
ら
ぎ
と
、
姉
妹
都
市
サ

ン
デ
ィ
エ
ゴ
を
偲
ば
せ
る
よ
す
が
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
市
民
と
市
民
と
の
心
の
触
れ
合
い
は
、

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
推
進
さ
れ
よ
う
。

　
本
来
姉
妹
都
市
は
、
行
政
体
と
し
て
の

都
市
同
士
の
提
携
と
言
。
う
よ
り
は
、
む

し
ろ
都
市
の
名
に
お
い
て
、
都
市
を
構
成

す
る
市
民
一
人
ひ
と
り
が
参
加
し
、
各
自

が
自
ら
の
も
の
と
し
て
、
積
極
的
交
流
活

動
を
行
う
と
こ
ろ
に
真
の
意
味
が
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
こ
そ
、
相
互
の
理
解
と
信

頼
が
築
き
あ
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、
私
は
繰
り
返
し
強
調
し
た
い
の
で
あ

る
。

　
〈
国
際
親
善
都
市
連
盟
前
事
務
局
長
〉
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